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乾燥炉内板切れ時の

FAN風量低減制御により

乾燥炉の「電力」＋「ガス」の

省エネを実現します。



　　乾燥炉板切れ時省エネシステムとは　　

※各ファンがインバーター化されてる必要があります。

省エネ効果について

黄：稼働時間
青：炉内一部板無し
緑：炉内板無し

　　某社5ライン導入前後で比較・・・ある月の前年同月比
　　（実稼働はほぼ4ライン、バーナー2～3ゾーン運転）

ガス\650,000/月、電力\430,000/月　Total：\1,080,000/月の省エネ達成。

※大気社オーブンも導入出来ます。

センサーとシーケンサーにより

板位置のモニタを行い

板が無いゾーンからファン出力を

自動で下げます（２段階。設定画面有）。

省エネ中

赤青点滅板位置

省エネ時間

（グラフ表示可）＜画面例＞

稼働時間

約１５％

約２５％

某社印刷ライン稼働率例

システム単体削減率

ガス削減率 ：約１５％

電力削減率 ：約１５％

投資回収期間が短い！

約1年前後で投資回収実績あり。

月15～25万の省エネが見込まれます。

※下げる周波数幅や乾燥炉待機時間、生産時

間等により変動します。
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＊炉内に板が無い時⇒

各送風機インバーター出力が順次小に

（温度への影響は有りません）

＊炉内に板が有る時⇒

各送風機インバーターが通常出力に

入口排気(排熱）

冷却排気（排熱）

バーナー空取口（負圧給気）

冷却給気

自

動

調

整

平

均
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力

減

＊炉内の熱排気減少

＊炉内への給気減少

・乾燥炉内が冷えにくくなる

・平均循環風量が減る

⇒暖める空気が少なくなる

⇒ バーナー出力減少！

循環ファン（強）

燃焼空気

（CM制御）

空取口

燃焼室170℃

板無し時風量減少

外気減少

約30℃

循環ファン（弱）

燃焼空気

燃焼室170℃

炎小さくなる

省エネの原理

2



3


